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令和元年政策評価レポート（国土交通省政策評価年次報告書）を公表します 
 

 国土交通省が平成31年 1月から令和元年12月までの間に実施した政策チェック

アップや政策レビュー等の政策評価結果等について取りまとめた政策評価レポート

を公表します。 

 
 国土交通省が行う政策評価の意義、実施状況等を国民に分かりやすく示すため、国土交

通省政策評価基本計画に基づき、毎年、政策評価レポート（国土交通省政策評価年次報告

書）としてまとめ公表しています。 

  今回の政策評価レポートは、国土交通省が令和元年（平成31年）に実施した政策評価結

果等について取りまとめました。 

 
＜令和元年政策評価レポート＞ 
  http://www.mlit.go.jp/common/001321042.pdf 

 

  

    国土交通省のホームページ（http://www.mlit.go.jp/） 

        ↓ 

 「政策・法令・予算」 

        ↓ 

 （６）政策評価 

        ↓ 

 「年次報告、反映状況等」 

        ↓ 

     令和元年政策評価レポート 
 
 
 

（問い合わせ先） 

国土交通省 政策統括官付 政策評価官室 企画専門官 辻 

評価第三係長 平田 

    TEL:代表 03-5253-8111（内線：53404,53416） 直通：03-5253-8807 

   FAX:03-5253-1708 

 



 

 

令和元年政策評価レポート(抜粋)  

 

 

はじめに 

 

国土交通省は、平成 13 年の省庁再編にあたり、省全体の行政マネジメントを的確に

確立するため政策評価を重要な手段の一つとして位置付け、以来これを積極的に取り入

れ活用することにより、国民の立場に立った真に必要な政策・施策等の企画立案と効率

的・効果的実施を目指してきた。 

4 省庁が統合された当初、多岐にわたる行政分野と施策の整理統合を図り、省として

無駄のない明確な目的意識をもった政策体系とマネジメントサイクルを的確に確立す

る必要があった。さらに、政策の企画立案過程と結果に関する透明性を向上させて、国

民へのアカウンタビリティ（説明責任）を果たすため政策の意図、目的と期待される効

果を国民に対してできる限り明確に説明することも課題となった。これらへ対処するた

めに、政策評価の適切な実施が有効であると考えられ今日に至っている。 

この政策評価レポートは、国土交通省が行う政策評価の意義、実施状況等を国民に分

かりやすく示すため、国土交通省政策評価基本計画に基づき公表するもの（国土交通省

政策評価年次報告）である。今回の政策評価レポートは、国土交通省が令和元年（平成

31 年）に実施した政策評価結果等について取りまとめた。 
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